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1本マニュアルについて 

1.1 マニュアル内容 

本マニュアルは、ユーザーが Gowin® RAM Based Shift Register IPを

使いこなせるよう、その特徴、機能、ポート、タイミング、および呼び出

しと構成について説明します。本マニュアルに記載のソフトウェア GUIの

スクリーンショットは、Gowinソフトウェア 1.9.9 Beta-3バージョンの場

合のものです。ソフトウェアのアップデートにより、一部の内容が変更さ

れる場合があります。 

1.2 関連ドキュメント 

GOWINセミコンダクターのホームページ www.gowinsemi.com/jaか

ら、以下の関連ドキュメントがダウンロード、参考できます： 

 GW1Nシリーズ FPGA製品データシート(DS100) 

 GW1NSシリーズ FPGA製品データシート(DS821) 

 GW1NRシリーズ FPGA製品データシート(DS117) 

 GW1NSRシリーズ FPGA製品データシート(DS861) 

 GW1NZシリーズ FPGA製品データシート(DS841) 

 GW2Aシリーズ FPGA製品データシート(DS102) 

 GW2ARシリーズ FPGA製品データシート(DS226) 

 GW5ATシリーズ FPGA製品データシート(DS981) 

 GW5Aシリーズ FPGA製品データシート(DS1103) 

 Gowinソフトウェア ユーザーガイド(SUG100) 

https://www.gowinsemi.com/ja
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS100J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS821J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS117J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS861J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS841J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS102J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS226J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS981J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS1103J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
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1.3 用語、略語 

表 1-1に、本マニュアルで使用される用語、略語、及びその意味を示

します。 

表 1-1用語、略語 

用語、略語 正式名称 意味 

FIFO First Input First Output 先入れ先出し 

GSR Global Set/Reset 
グローバルセット/リセッ

ト 

IP Intellectual Property 設計資産 

LUT Look-up Table ルックアップテーブル 

OSC Oscillator オンチップオシレータ 

RAM Random Access Memory 
ランダム・アクセス・メ

モリ 

REG Register  レジスタ 

SSRAM 
Shadow Static Random Access 

Memory 
分散 SRAM 

1.4 テクニカル・サポートとフィードバック 

GOWINセミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供してい

ます。使用に関するご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わ

せください。 

ホームページ：www.gowinsemi.com/ja 

E-mail：support@gowinsemi.com 

https://www.gowinsemi.com/ja
mailto:support@gowinsemi.com
mailto:support@gowinsemi.com
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2概要 

2.1 Gowin RAM Based Shift Register IPの紹介 

Gowin RAM Based Shift Register IPは、FIFOのようなデータバッフ

ァまたは遅延ラインとして機能できる効率的なマルチビット幅のシフトレ

ジスタを提供します。この IPにより、固定長および可変長のシフトレジス

タが作成できます(表 2-1)。 

表 2-1 Gowin RAM Based Shift Register IP 

Gowin RAM Based Shift Register IP 

IPコアの適用 

ロジックリソース 表 2-3、表 2-4、表 2-5参照 

提供されるファイル 

設計ファイル Verilog (暗号化) 

リファレンスデザイン Verilog 

テストベンチ Verilog 

テストおよび設計フロー 

合成ソフトウェア GowinSynthesis® 

統合開発環境 Gowin Software（V1.9.9 Beta-3以降） 

2.2 主な特徴 

 GW1N、GW1NR、GW2A、GW2AR、GW5A、GW5AT、GW5ASTシ

リーズをサポート。 

注記： 

GW1Nシリーズ(1K、2K、Bバージョンの 2K、4K、Bバージョンの 4K)および GW1NR

シリーズの 4K、Bバージョンの 4Kは、SSRAMをサポートしていません。 

 固定長、ロッシー可変長またはロスレス可変長シフトレジスタを作成

可能。 
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 可変長シフトレジスタの速度またはリソースを最適化可能。 

 LUTによる実装、SSRAMによる実装をサポート。 

2.3 最大周波数 

Gowin RAM Based Shift Register IPの最大周波数は、主にリソースの

使用量と、使用されるデバイスのスピードグレードによって決まります(表

2-2)。 

表 2-2 Gowin RAM Based Shift Register IPの最大周波数の例 

シリーズ 
スピードグレ

ード 

最大周波数

(MHz) 

備考 

GW2A-55 

6 160 IPの構成：8ビット、REG、Variable 

Shift Lossy、Max Number of 

Shifts=16。 

この結果はあくまで参考です。 

7 179 

8 223 

GW1N-4 

4 95 

5 115 

6 137 

2.4 リソース使用量 

Verilog言語で実装された RAMベースのシフトレジスタは(RAM 

Based Shift Register)、そのリソースは実装によって大きく異なります。IP

は、表 2-3、表 2-4および表 2-5に示すように、LUTまたは SSRAMに基

づいて実装できます。 

表 2-3ロッシー可変長シフトモードでの RAM Based Shift Registerのリソース使用

量 

シリーズ 
スピード

グレード 
実装 

デバイス

名 

リソース

使用量 
備考 

GW2A-55 8 

LUT Based 
Logics 3002 Data Wdith=8；MAX 

Number of 

Shifts=512； 

SETおよび CLEAR信

号は構成されていませ

ん。 

REG 4113 

SSRAM 

Based 

Logics 603 

REG 18 
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表 2-4ロスレス可変長シフトモードでの RAM Based Shift Registerのリソース使用

量 

シリーズ 
スピード

グレード 
実装 

デバイス

名 

リソース

使用量 
備考 

GW2A-55 8 

LUT Based 
Logics 2997 Data Wdith=8；MAX 

Number of 

Shifts=512； 

SETおよび CLEAR信

号は構成されていませ

ん。 

REG 4139 

SSRAM 

Based 

Logics 655 

REG 42 

 

表 2-5固定長シフトモードでの RAM Based Shift Registerのリソース使用量 

シリーズ 
スピード

グレード 
実装 

デバイス

名 

リソース

使用量 
備考 

GW2A-55 8 

LUT Based 
Logics 2987 Data Wdith=8； 

Number of 

Shifts=512； 

SETおよび CLEAR信

号は構成されていませ

ん。 

REG 4113 

SSRAM 

Based 

Logics 584 

REG 18 
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3機能の説明 

3.1 Gowin RAM Based Shift Register IPの機能 

Gowin RAM Based Shift Register IPには、3つのシフトモードが含ま

れています。 

 固定シフト(Fixed Shift) 

 ロッシー可変シフト(Variable Shift Lossy) 

 ロスレス可変シフト(Variable Shift Lossless) 

3.1.1 固定シフト 

固定シフトモードでは、入力データは対応するシフト値(Number of 

Shifts)だけシフトされて出力されます。シフト値の範囲は 2〜1024です。 

3.1.2 ロッシー可変シフト 

ロッシー可変シフトモードのシフト長は「ADDR」の入力によって制

御され、入力データは「ADDR + 1」サイクル遅延して出力されます。 

「ADDR」が変更されると、出力データはいくつかのクロックサイク

ルでは無効になります。詳細については、セクション 5のタイミングの説

明を参照してください。 

注記： 

ADDR値の範囲は 1~ Max Number of Shiftsです。 
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3.1.3 ロスレス可変シフト 

ロスレス可変シフトモードのシフト長は「ADDR」の入力によって制

御され、入力データは「ADDR + 1」サイクル遅延して出力されます。 

「ADDR」が変更されると、この前の遅延データはいくつかのクロッ

クサイクルで繰り返し出力されます。詳細については、セクション 5のタ

イミングの説明を参照してください。 

注記： 

ADDR値の範囲は 0~ Max Number of Shiftsです。 

3.1.4 SSET/SCLR 

 SETオプションをチェックすると、SSET入力ポートが生成されます。

SSETが有効なときに 1にセットされます。 

 CLEARオプションをチェックすると、SCLR入力ポートが生成されま

す。SCLRが有効なときに 0にセットされます。 

 SETと CLEARが両方ともチェックされている場合、SSETは SCLR

よりも高い優先度を持ち、つまり 1にセットされます。
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4ポートの説明 

Gowin RAM Based Shift Register IPのポート 

Gowin RAM Based Shift Register IPの IOポートの詳細は、表 4-1に

示すとおりです。 

表 4-1 Gowin RAM Based Shift Register IPの IOポート 

名称 I/O 幅 説明 

clk 入力 1 クロック 

Reset 入力 1 リセット信号、アクティブ High。 

Din 入力 可変 入力データ。幅は[DSIZE-1:0] 

ADDR 入力 可変 ロッシー可変シフト/ロスレス可変シフトモードでの

遅延長さ。幅は、最大シフト長に応じて変化します。 

SSET 入力 1 出力ポートのセット。つまり、SETオプションがチェ

ックされている場合、このピンが存在します。 

SCLR 入力 1 出力ポートのクリア。つまり、CLEARオプションがチ

ェックされている場合、このピンが存在します。 

Q 出力 可変 出力データ。幅は[DSIZE-1:0] 
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5タイミングの説明 

このセクションでは、Gowin RAM Based Shift Register IPの、各モー

ドでの入力信号のタイミングについて説明します。 

5.1 固定シフトタイミング 

固定シフトモードのタイミングを図 5-1に示します。 

図 5-1固定シフトモードのタイミング(ADDR=3) 

 

5.2 ロッシー可変シフトタイミング 

ロッシー可変シフトモードのタイミングを図 5-2および図 5-3に示し

ます。 

図 5-2ロッシー可変シフトモードの ADDR安定タイミング(ADDR=3) 
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3

Clock

Din

Q

Number of Shifts

 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12  13  14  15 

3

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 a b c

0 1 2 3 4 5 6 7 8 ...

...

Clock

Din

ADDR

Q
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図 5-3ロッシー可変シフトモードの ADDR変更タイミング(ADDRが 3から 5に変

更) 

 

5.3 ロスレス可変シフトタイミング 

ロスレス可変シフトモードのタイミングを図 5-4および図 5-5に示し

ます。 

図 5-4ロスレス可変シフトモードの ADDR安定タイミング(ADDR=3) 

 

 

図 5-5ロスレス可変シフトモードの ADDR変更タイミング(ADDRが 3から 5に変

更) 
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Clock
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Q

ADDR
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6呼び出しと構成 

GowinソフトウェアGUIのメニューバー > Tools > IP Core Generator

を使用して RAM Based Shift Register IPを呼び出し・構成できます。 

6.1 RAM Based Shift Registerの構成画面 

RAM Based Shift Registerの構成画面を図 6-1に示します。 

図 6-1 RAM Based Shift Registerの構成画面 
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1. Create Inフィールドで RAM Based Shift Registerの生成ファイルのパ

スを変更できます。 

2. Module NameフィールドでRAM Based Shift Registerのトップモジュ

ールに名前を付けることができます。 

3. File Nameフィールドで RAM Based Shift Registerファイルに名前を

付けることができます。 

4. Optionsフィールドで Data Width、RAM Type、Shift Register Typeを

構成できます。 

5. デフォルトでは、Data Width=8、RAM Typeは REG、Shift Register Type

は Fixed Shift(Number of Shiftsは 16)。Enable Output Register、SET、

CLEARはチェックされていません。 

6.2 RAM Based Shift Register Optionsの構成 

RAM Based Shift Register Optionsの構成を表 6-1に示します。 

表 6-1 RAM Based Shift Register Optionsの構成 

オプション 説明 

Data Width データ幅の構成(1~256) 

Ram Type 

LUT Based LUTベース 

SSRAM Based 
SSRAMベース。Deviceが GW1N-1/GW1N-2/GW1N-4の場合、SSRAM 

Basedは選択不可になります。 

Shift Register Type 

固定シフト(Fixed shift) 

ロッシー可変シフト(Variable shift lossy) 

ロスレス可変シフト(Variable shift lossless) 

Output Register 
レジスタをデータ出力用に指定します。これにより、出力は追加のク

ロックサイクル遅延します。 

SET/CLEAR 

SETオプションをチェックすると、SSET入力ポートが生成されます。

SSETが有効なとき 1にセットされ、かつ SSETの優先度は SCLRよ

り高いです。 

CLEARオプションをチェックすると、SCLR入力ポートが生成されま

す。SCLRが有効なとき 0にセットされ、かつ SCLRの優先度は SSET

より低いです。 
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